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人生は９回裏まである！ 
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豊北高校 

豊北地区まちづくり協議会ワークショップ 

地域創生講演会  
豊北○○ing 下関北will・・・ 生徒意見発表～今が創る未来～ 

ないものねだりよりあるもの探し 地域連携・地域貢献活動の展開 

高校生の元気な姿を地域に届けましょう！ 

藻谷浩介さん講演会 
ふるさとを守るために、今、私たちができること 
～ 今、日本で、山口県で、下関で起こっていること。 

      これから何が起こり、私たちはどう生きればよいのか。

地域活性化って何ですか？ 

長いトンネルの出口に立つ“豊北町” 高齢者の増減に注目！ 

阿武町 下関市 豊浦町 豊北町 首都圏 

高齢者の増加が止まった所から子供は増え出す。 

再生は田舎から始まる。 

 豊北町の未来も、今 

ふるさとの自然や人とふれあう経験が、若者を呼び戻し、９回裏の人生を豊かにする。 
だからここに新しい高校ができ、この豊北高校・下関北高校には、それができるカリキュラムがあると思います。（藻谷さん） 

 今、私たち北高生が自然に行っているこ

とは、地域の活性化につながると思う。4

月からは、下関北高校生として入学する後

輩に伝えたい。しかし、それだけでは、地

域の活性化をやりとげることはできない。

高校生だからできることが必ずある。でき

ないことやないものを探すのではなく、あ

るものやできることを最大限に生かし、行

動に移すことが大切だ。 

 お年寄りが減り始め、次の段階に進みや

すい豊北町に残してもらった豊北高校とい

う地域の誇りを改めて感じることができた。 

 田舎に住み、高校に通う私は、自分の考

えが間違っていることに気がつかなかった。

しかし、今、この瞬間にも私たちにできる

ことはある。未来と再生の可能性に満ちあ

ふれた田舎を残さなければならない。 

 ９回裏まである人生の中で、高校生とい

うときに本当の日本の問題に気づけてよ

かった。その人生の中で、もう一度思い出

すことができたとき、今回の講演会の話が

現実になっているかもしれない。田舎が都

会よりも前を歩まなければ、日本はなく

なってしまうことに気づけてよかった。 

生徒の感想（１年女子） 生徒の感想（一言感想） 

○ないもの探しよりあるもの探しで、地元

にしかない魅力を探していきたい。空家に

若い人を呼んだり、畑などがたくさんある

から、仕事に困らなかったり、短所を長所

に変えるのが大切。一番は、地元を大切に

するという気持ち。都会に出るより、地元

で働きたいと強く思った。 

○これから私たちがしなければならないこ

とは、何が本当に重要な問題で、どう取り

組むかを真剣に考えて行動すること。その

ためにも、今は知識を増やして経験を積む

こと。自分の住んでいる地域に誇りをもつ

こと。社会全体の問題を自分たちの未来に

関わることとして少しでも意識していけた

ら良いと思った。 

○角島などの目に見えるものだけでなく、

地域の方々との交流、信頼関係など、目に

見えない所も豊北町の誇れることの一つ。

町をずっと残したいという強い思いがある

なら、地域の活性化も夢ではない。 

○兄も都会に行きたいと思っており、大学

卒業後に東京に行くと言っていた。いつか、

今日の講演について、僕が知っていること

を全て話して、いつでも戻ってこられる場

所を大切にして欲しいと話したい。 


